






事業活動計算書
（自）平成31年４月１日　（至）令和２年３月31日

（単位：円）
勘定科目 決　算

サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
の
部

収　
益

介護保険事業収益 756,954,329
児童福祉事業収益 12,208,300
保育事業収益 145,587,350
経常経費寄附金収益 1,003,000
サービス活動収益計 (1) 915,752,979

費　
用

人件費 627,682,038
事業費 124,505,347
事務費 34,568,066
利用者負担軽減額 327,560
減価償却費 59,635,256
国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 22,343,957
徴収不能額 0
サービス活動費用計 (2) 824,374,310

サービス活動増減差額(3)=(1)-(2) 91,378,669
サ
ー
ビ
ス
活
動
外
増
減
の
部

収　
益

借入金利息補助金収益 262,560
受取利息配当金収益 1,532,710
その他のサービス活動外収益 2,001,653
サービス活動外収益計 (4) 3,796,923

費
用

支払利息 860,898
サービス活動外費用計 (5) 860,898

サービス活動外増減差額 (6)=(4)-(5) 2,936,025
経常増減差額 (7)=(3)+(6) 94,314,694

特
別
増
減
の
部

収　
益

施設整備等補助金収益 116,067,000
固定資産受贈額 0
特別収益計 (8) 116,067,000

費　
用

固定資産売却損・処分損 2
国庫補助金等特別積立金積立額 116,067,000
災害損失 0
特別費用計 (9) 116,067,002

特別増減差額 (10)=(8)-(9) △ 2
当期活動増減差額 (11)=(7)+(10) 94,314,692

繰
越
活
動
増
減
差
額
の
部

前期繰越活動増減差額 (12) 1,072,718,745
当期末繰越活動増減差額 (13)=(11)+(12) 1,167,033,437
基本金取崩額 (14) 0
その他の積立金取崩額 (15) 726,333,772
その他の積立金積立額 (16) 545,533,772
次期繰越活動増減差額
(17)=(13)+(14)+(15)-(16) 1,347,833,437

資金収支計算書
（自）平成31年４月１日　（至）令和２年３月31日

（単位：円）
勘定科目 決　算

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収　
入

介護保険事業収入 756,954,329
児童福祉事業収入 12,208,300
保育事業収入 145,587,350
借入金利息補助金収入 262,560
経常経費寄附金収入 1,003,000
受取利息配当金収入 1,532,710
その他の収入 2,001,653
事業活動収入計 (1) 919,549,902

支　
出

人件費支出 625,314,038
事業費支出 124,505,347
事務費支出 34,568,066
利用者負担軽減額 327,560
支払利息支出 860,898
事業活動支出計 (2) 785,575,909

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2) 133,973,993

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収　
入

施設整備等補助金収入 116,067,000
その他の施設整備等による収入 381,764
施設整備等収入計 (4) 116,448,764

支　
出

設備資金借入金元金償還支出 13,786,000
固定資産取得支出 345,015,992
その他の施設整備等による支出 1,302,972
施設整備等支出計 (5) 360,104,964

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5) △ 243,656,200
そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

積立資産取崩収入 726,333,772
その他の活動による収入計 (7) 726,333,772

支
出

積立資産支出 545,533,772
その他の活動支出計 (8) 545,533,772

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8) 180,800,000
予備費支出 (10) 0

当期資金収支差額合計 (11)=(3)+(6)+(9)-(10) 71,117,793

前期末支払資金残高 (12) 508,703,004
当期末支払資金残高 (11)+(12) 579,820,797

令和元年度　会計報告

ご家族へ緊急ご報告
　長期にわたる面会制限の中、生活のご様子をご家族へお
知らせいたしました。「サンシルバーさわらび」では新施設
で落ち着いた生活を送られておられること、「ゆうイングさ
わらび」では地域の方から頂いた夏豆のさやむき、また朝
の会での様子等苑での生活のほんの一部ですがご紹介いた
しました。ご家族からは、「しばらく会っていないが様子が
わかって安心しました」との連絡も多くいただきました。

新型コロナウイルス感染予防のための面会制限　
　「新型コロナウイルス感染症」という見えない敵との戦い。
私たちの介護現場は、入居者に「密接」にかかわらなければ
成り立たちません。そのため、日々「感染症を持ち込まない」
「感染症を拡げない」ための対策が必要となります。しかし、
感染症対策は、入居者の暮らしに少なからず影響を与える
こととなり、今まで “ 当たり前だった日常 ” が制限されてい
ます。中でも「家族・親族との面会制限」は大きなストレス
になっていると感じられます。家族と会えず、コミュニケー
ションが取れないことは、入居者のみならず、ご家族にも影
響を与えていることもわかりました。「うちの父（母）は元
気ですか？」「面会に行けなくて私がノイローゼになりそう
だ」など不安を抱えたご家族からの声を耳にすることもあり
ました。私たちは、「面会ができない
ことは感染症対策だからやむを得ない
…」と感じつつも、「どうしたらご家
族の不安を解消できるか」悩んでいま
した。そこで考えたのがガラス越しの
面会あるいはビニールシート設置によ
る面会です。収束へのめどがつくまで
少なからず不自由さはありますが、面
会された方からは喜びの声を頂いてお
ります。

　放泉会として大きな節目である「サンシルバーさ
わらび」の竣工に立ち会えた喜びを感じている職員
ですが、一方では新型コロナウイルス感染予防のた

めの面会制限・外出自衛など様々な制約を強いられているこの頃
です。新しい生活様式で買い物一つにも様々な新しいルールが設
けられています。この戦いの終息は何時になるかわかりません。
世界規模でこのような価値観の変化を求められるというのもなか

なか経験できない事です。コロナと共存するという新しい価値観
を受け入れながらアフターコロナには、良い経験が出来たと思い
たいものです。その為に、新型コロナウイルスからご利用者様を
守るという自覚を職員一人一人持ち続けなければなりません。法
人としての新たなスタートの年は、周りの環境がいつもとは大い
に違っていますが、変わらぬ基本理念のもと前進していきたいも
のです。� （編集委員：向田健治・小川　景・佐竹美香）

編集委員の
つぶやき

サンチャイルド長久さわらび園への
新型コロナの影響

　新型コロナウイルスの感染拡大により、保育園にも
様々な影響がありました。令和２年度の入園式は感染予
防対策のため縮小した形となりましたが、16名の新入園
児さんと保護者の皆様をお迎えし無事終えることができ
ました。しかしながら、その後全国へ緊急事態宣言が出
され、感染予防対策として、在宅保育、あるいは送迎時
の玄関での引継ぎのお願いをしていたところです。幸い
にも、緊急事態宣言が解除され、在宅保育のご協力の
お願いは終了となり、６月からはお子様の送迎も通常
とおりとなりまし
た。ただし、完全に
収束している状況で
はありませんので、
今後も感染対策を
しっかりと行ってい
きます。

オンライン面会
　６月８日の午前中、大きな紙袋を抱えた紳士がお見えにな
り、「パソコンを使ってもらおうと思って…」
　突然のことに驚く職員！良くお話を聞いてみると使わな
くなったスカイプ用のパソコン１台、タブレット１台を寄
贈して下さるとのこと。
　面会制限の中、近隣の方には透明ビニール越しの面会を
して頂く事は可能ですがホールに出る事が出来ないご利用
者様にはそれも叶いませんでした。しかし、この思いがけ
ない贈り物のお蔭様で、画面越しにお顔を見て頂く事が可
能に。願ったり叶ったり！ご厚意に感謝感激 !!
　この紳士は、川合町にお住いのＯ氏でした。
※当面は施設窓口に来ていただいてのご利用となります。ご了承

ください。ご希望の方は事前にご連絡下さいます様お願い致
します。

　生花クラブ
　デイサービスでは毎月１回、職員を講
師としてレクリエーションに小原流の生
花クラブの活動をしています。四季折々
の生花を各自工夫しながら活けて頂きま
すが、「ありゃりゃ、池坊とは勝手が違う
わ」なんて御愛嬌もあり、楽しく和やか
な時間を過ごしながら季節を感じられ、
ご利用の皆様に大変喜ばれています。
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